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近代文化研究所所員勉強会（平成23年度）要旨
第1回 平成23年6月22日
「近現代国語辞典の3編者 ―ヘボン大槻文彦見坊豪紀―」
辞書学大正大学名誉教授 倉島 節尚
これまで1000年余にわたって数多くの字書辞書が編纂されてきた。今回は国語辞典の編纂に人生をかけた
3人の編者を取り上げて，その軌跡を追う。
① J.C.ヘボン（1815～1911）
アメリカのプロテスタント教会の宣教師であり医師であったヘボンは，東洋での布教を志した。念願かなっ
て来日したものの，禁教令がしかれていて布教活動ができず，医師として診療する傍ら未知の言語である日本
語を研究する。やがて彼は西洋人のために日本語の辞書を作ろうと思い立って，苦心の末に1867（慶応3）年
『和英語林集成』初版を完成した。この辞書は近代的な国語辞典としての条件をいくつか備えており，明治に
なってからも改訂を重ねて使われ続けた。
② 大槻文彦（1847～1928）
学者の家系に育った文彦は早くから漢文を学び，さらに洋学や数学を学ぶ。明治の初めに文部省から辞書編
纂を命じられた文彦は，明治維新後の日本の新しい時代にふさわしい国語辞典を作ることを目指し，12年を
かけて独力で原稿を書き上げた。しかし，文部省からは出版の話がなく，自費出版するなら原稿を下げ渡すと
言われる。原稿を受け取った彼は，幾多の苦難を乗り越えて1891（明治24）年，漸くにして『言海』全冊の刊
行を実現した。今日，『言海』は近代的国語辞典の嚆矢として位置付けられている。
③ 見坊豪
ひで
紀
とし
（1914～92）
見坊は師の金田一京助が依頼された金沢庄三郎編『小辭林』（三省堂，1928昭和3年刊）の改訂の仕事を手
伝うように言われる。彼はこの仕事に熱心に取り組み，後の小型国語辞典の基本形となった『明解國語辭典』
（金田一京助監修，三省堂，1943昭18年刊）を作った。この仕事の経験から現代語中心の辞書の編纂には現代
語の用例の収集が不可欠と考え，独力で145万例を集めて現代語の動きを自らの辞書『三省堂国語辞典』（1960
昭35年初版刊）に反映させて編纂，没するまで改訂を続けた。
J.C.ヘボンと大槻文彦と見坊豪紀。この3人が辞書編集に携わるようになった契機はそれぞれ違うが，彼ら
が辞書作りにかけた情熱には変わるところがない。辞書編纂にかける激しい情熱，どんな困難に出会っても怯む
ことなく立ち向かう不屈の精神，そして自らの人生をかけて自分の手で辞書を作ろうとする姿勢が，この3人の
先人に共通している。
今も私たちは，彼らの作った辞書の恩恵を蒙り続けているのである。
第2回 平成23年7月6日
「大正後期のモダン住宅としての ・文化住宅・家族本位の住まいの誕生」
神奈川大学工学部建築学科教授工学博士建築史家 内田 青蔵
わが国の住宅の近代化の過程において，大正時代は，・都市化の中で多様な住まいと生活の展開期・と位置付
けられるであろう。すなわち，この時期に建築系雑誌都市系雑誌，さらには住宅系雑誌の創刊が相次ぎ，加え
て婦人系雑誌や大衆雑誌などの発刊も見られる。こうした中流層を対象としたマスメディアを通して，新しい生
活と住まいの模索が紹介され，人々の意識の中でも生活と住まいの問題が重要な関心事の一つとなっていた。と
りわけ，この時期の諸雑誌の読者層でもある中流層の人々を対象とする提案が多く見られた。すなわち，住宅形
式としては，上流層の住宅形式の影響による小規模和洋館並列型住宅の普及と並行して新たに小規模洋館単独和
室吸収型住宅の提案がみられ，その生活思想としては伝統的な接客本位の考え方に変わって家族本位の考え方が
主張され，それに対応する間取りとして ・居間・を中心とする住まいの提案が行われたのである。こうした提案
の背景にはアメリカ住宅やその生活の影響があり，ガスや電気のインフラ整備の中で家電化も積極的に開始さ
れた。
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こうした動きを積極的に推し進めたのが，大正5（1916）年設立の住宅改良会であり，大正9（1920）年設立の
文部省の外郭団体である生活改善同盟会であった。こうした団体の啓蒙活動もあって，この時期の新しい生活を
イメージする言葉として，「文化生活」が流行し，また，この「文化生活」を実現できる住まいとして「文化住
宅」が大正後期に出現することになる。ちなみに，大正5年創刊の住宅専門雑誌『住宅』では大正9（1920）年6
月号に初めて「文化生活」の言葉が見られ，以後，大正末期まで頻繁に使用されることになる。また，「文化住
宅」の言葉は，大正10（1921）年11月号に初めて見られ，同様に大正末期まで頻繁に用いられている。とりわ
け，「文化住宅」の言葉が頻繁に見られるのは，大正11（1922）年に開催された平和記念東京博覧会の会場内に
設置されたわが国最初の住宅実物展「文化村」の紹介以降といえる。すなわち，ここで展示された実物住宅は，
「文化村」の住宅，文化的生活を行う住宅，として「文化住宅」と称されることになるのである。そして，これ
らの「文化住宅」と称せられた住まいの特徴は，居間（家族室）を中心とする間取りで，外観は洋風で構造形式
なども含めアメリカ住宅の影響を強く受けたものであったことが挙げられる。
しかしながら，こうした当時の様々な提案を盛り込んだ「文化住宅」であったものの，実物展という実際に触
れられる存在であったこともあって，当時の人々の理解では，単なる見た目に新しい洋風の住まい，イス座の生
活を主体とする住まい，といった表層的な解釈で留まり，居間という家族の場を重視した新しい住まいといった
住まい方の提案はほとんど理解されなかった。外観のデザインにおいても，洋風という点では共通していても，
個性的で共通した印象を与えるものではなかったこともあり，一つの様式として「文化住宅」は定着することは
なく，その後の新しい住宅の動きの中で忘れ去られていったと考えられる。
なお，本発表は，建築系の雑誌を中心としたものであり，当時の文学などでも「文化生活」，「文化住宅」は時
代性を表す言葉として使用されている。こうした観点からの分析は行っていない。質疑を受け，当時の文学や社
会学などの史料を含め，もう少し広く深く掘り下げた分析を行うべき重要なテーマであると改めて感じている。
今後，改めて再考したいと考えており，分野の異なる諸先生からの助言を期待しています。
第3回 平成23年10月31日
「鏡とレンズと近代と 乱歩の現在」
東京学芸大学名誉教授本学非常勤講師 山田 有策
私たちの身のまわりの生活用具の中で，鏡（ガラス製）とレンズは共に 近代を象徴する典型的な物である
のではないか。鏡は写真や映像を別とすれば，私たちが視覚によって自己の身体性を確認するほとんど唯一の手
段なのである。またレンズは私たちが視ることのできない世界を拡大し明示してくれる不思議な機能を有してい
る。だから鏡とレンズは共に 近代科学を代表すると言ってよいのだが，その一方で魔術的と呼ぶのがふさわ
しいような奇怪な力を秘めているのではないか。
こうした鏡やレンズの魔力を文学的に最も鮮やかに引き出した作家として江戸川乱歩をあげることができる。
これまで乱歩は長らく探偵推理小説の歴史の中に封じ込められたままであった。むろん，この世界における彼
の功績はきわめて大きいが，それは別として乱歩をより広い文学文化史に解放すべき時代が来ているのではな
いか。
例えば彼の「鏡地獄」（大1510『大衆文芸』）などは 近代の行き着く果てを暗示しているようですぐれて
戦慄的である。球体の内部を鏡ではりめぐらせたら，いったいいかなる世界が現出するのか。レンズや鏡の偏愛
の果てにこうした世界を創出した男は結局狂死せざるを得なかったが，それは鏡という 近代科学の産物を駆
使して一つの世界を創生しようとした人間の思い上がりに対する 神の怒りとこらしめによるものであったの
かもしれない。
また「押絵と旅する男」（昭46『新青年』）は人形を愛した男がレンズの魔力によって人形の世界への転移を
はたすというロマンティックな物語だが，これもその果てには悲痛な色彩がにじみ出ているようである。美しい
娘の人形は永遠に不変だが，その人形を愛する男は変身しその世界への転入をはたしたとはいえ，人間である以
上年齢
と し
をとらざるを得ない。かつては美少年であった男も今では白髪の老人と化して苦悶の表情を浮かべている。
これも 近代科学の一つであるレンズの魔術的な機能におぼれた人間への何らかのいましめなのではないか。
このように乱歩の作品には，鏡やレンズの魔力とでも呼べる不思議な力を活かす形で成立するものが少なから
ず存在している。しかし，それらは単に鏡やレンズへの偏愛をモティーフにしているだけでなく，結果として
近代を批評する鋭さを獲得しているとみてよい。そこに現代において乱歩が大きく浮上する最大の理由が見
出せるのではないか。
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第4回 平成23年11月30日
「高崎の紅板締めとその復元活動」
群馬県繊維工業試験場主任研究員 新井 正直
1.西上州の裏絹と高崎の紅染め
関東平野の北西の端に位置する高崎は，古くから信州，越後，北関東方面と江戸とを結ぶ要衝の地として発展，
今日に至っている。また，その周辺の西上州地域（富岡や藤岡等の山間地帯）では，昔から養蚕が盛んで，その繭
から引いた絹糸で織った生絹
き ぎぬ
が重要な商品となっていた。この織物は裏絹とも呼ばれ，主に着物の裏地に使われ，
また，表地であったとしても胴抜
どうぬき
着物や襦袢など，表からは見えない下着向けのものであった。
農家の主婦や娘たちが農閑期に手機
て ばた
で織った絹は，仲買人が買い集めて藤岡や高崎の絹市に持って行って売っ
た。江戸時代，高崎の田町に絹市が開設され，これを買う問屋（買い継ぎ商）が高崎に多く集まり，賑わいを見
せた町の様子は「お江戸見たけりゃ高崎田町」と唄われたと言われている。
高崎における生絹の取扱高は明治後期で年間20万疋前後であり，その後，大正初めにやや減少するが再び増
加に転じ，それとともに次第に裏絹が主体となって行った。生絹が集まる高崎は，これを精練し，主に紅絹
も み
や花
はな
色
いろ
の裏地に染める染色業が発展した全国でも稀な産地であった。女性の着物の裏地として愛用された紅絹の赤い
色は，江戸時代まで鬱金
う こん
と紅花
べにばな
（あるいは蘇芳
す おう
）と言った植物で染めていたが，明治になり化学染料が輸入され
急速にこれに変わって行った。染色業者数は明治18年（1885）に約20件あり，同33年（1900）の記録ではその
職人が80人となっている。
2.吉村家（旧 吉村染工場）所蔵の型板
高崎の吉村家は武州熊谷の染め屋で技術を身に付けた初代吉村平兵衛が高崎に移り住み，弘化2年（1845）
に創業した「田村屋」に始まる。 その後，時代の荒波にもまれながらも，紅染めを専業とする吉村染工場は，
明治から大正期の高崎の中心的な染工場となり，昭和7年（1932）の廃業まで続いた。
明治初期，三代目吉村平七が化学染料による紅絹の染めを研究し，完成させた。そして，三男善太郎や四
男廣吉（四代目平七）等とともに明治22年（1889）から紅板締めの染色を開始し，明治36年（1903）には第
五回内国勧業博覧会にその反物を出品している。
今日，吉村家には紅板締めの型板74枚が残されているが，型板の四隅の磨耗の具合から相当に使われたもの
で，かつて京都の染屋で使用したものを譲り受けたのではないかと考えている。また，7種類ある型板のうちの
一つは，彫刻の途中のもの（3枚）で，これもまた貴重なものとなっている。
3.紅板締めの復元
たかさき紅の会の呼びかけで，幻と言われてきた紅板締めの染色を復元することとなった。作業は大工さんや
漆作家，元染屋さん等の力を借り，試験場も協力させていただき，平成17年（2005）から始まった。新たな型
板や締め枠等を作るとともに，昔の型板を使って復元を試みることとなった。
しかし，大正時代頃まで行われていたと言う，この染色技法を今日伝える人は無く，部分的に残された道具と
かな文献資料を参考に，試行錯誤の繰り返しとなった。そして，述べ20回（20日）に及ぶ試験染めの結果，
化学染料による染色をほぼ完成することができた。また，本紅による染色にも取り組んでいるが，濃い紅色に染
めることは難しく，試験染めの回を重ねるごとに濃くはなっているものの，昔のものには及ばず，さらなる研究
が必要となっている。
この作業で参考とした文献としては，関西における調査研究資料等とともに，明治37，8年（1904，5）頃の群
馬県内の主な織物産地の状況を調査した報告書の中の「高崎織物現況調査」に，染める生地や用具から染料，助
剤等と，「素
す
板締
いたじめ
」，「二重
にじゅう
板締
いたじめ
」，「地白板
じ しろいた
」といった紅板締めの染色技術を記したものがあり，当時高崎で行わ
れていた染色方法の概要を知ることができた。また，明治36年（1903），大阪で開かれた第五回内国勧業博覧会
に吉村染工場が出品した製品の「解説書」が残されていて，精練や灰汁漬け，染色方法が記されている。
4.薄絹を活かす先人の知恵
紅板締めは長さが23cm程度の型板に絹地を挟んで染めるため，その長さの模様が上下対称に連続した模様
となる。また，長い生地を染めるには，生地を畳んで重ねて染めるため，この生地は薄いことが重要であった。
生地の大きさ（1疋
ひき
）の規定は長さ6丈
じょう
（約22.7m）以上，巾9寸8分（約37㎝）以上とされた。この場合，通
常の反物2反分の長さに相当する。生地の重さは薄い物から厚地の物まで巾が広く，小節絹の場合で55匁
もんめ
（約
206g，1反で103g）程度から80匁（約300g，1反で約150g）程度まであり，前者を「軽目絹」，後者を「重目絹」
と言った。「軽目絹」の場合，通常の着物1反の重さ数百gと比べ，数分の一と言う軽い生地である。向こうが
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透けて見える薄さのこの絹は肌に触れてとても暖かい。特に女性たちの体を護る着物として，軽く，柔らかく，
重ね着には格好の素材であった。
また，実際に染めてみて，現在の裏絹のように厚地のものでは染液の浸透が困難であり，染めムラができてし
まった。今日に残る明治や大正期の紅板締めの生地を見た場合，糸の太さが不均一で節が多く，向こう側が透け
て見える，見栄えの悪いものが少なくない。豊富にでき，安価で粗悪な絹を上手く活かした，先人たちの素晴ら
しい技や知恵に，改めて気付かされた。
第5回 平成24年2月24日
「近代の台所と食卓の風景」
実践女子大学生活科学部長食生活科学科教授 大久保 洋子
台所は食事を作る作業場としてとらえると，まず煮炊きをする熱源と水が基本となる。それらと道具としての
切る道具などがどう使われていたのか。また，食卓は食事をする場ととらえると，どのような形式がとられてい
ったのか。
1，近代以前の台所と食卓
台所の熱源である火は，もともと煮炊き以外に暖房や灯りの役割を担っていた。やがて食べ物を作る熱源は分
化してコンロ，かまどとなり，特に飯を炊くための釜やかまどが工夫される。水はわき水や川水の利用から家に
引き込む工夫がなされ，台所の水はカメに保存され，大切に使用された。魚鳥類の下処理は川から引きこんだ流
れの上に，の子式の作業床を作り，処理をしている絵図が残されている。下処理された食品が板敷の台所に運
ばれ調理される。切る道具としてまな板があるが，近代以前は主として床に座して切る作業が行われている。そ
して煮炊きや配膳も基本的には座式で作業が行われているとみてよい。日本人の生活形態は座ることを前提にし
ており，それを基本とする「しつらえ」が様々な形式として発展している。
日本特有の個人所属が明白な御膳形式は献立様式として室町時代に完成している。そして身分に応じての膳や
その膳に伴う食器類により，一汁二～三菜などの基本形を生み出している。食器として飯汁漬物に加えて副
食を盛り付けるための形が整えられていく。
2，近代の台所と食卓
明治になると西欧化政策のもと，急激に人々の生活に変化が起きるのは周知のことである。台所も食卓も例外
ではなく，江戸時代までの座る文化から立つ文化への移行が行われた。座ってまな板を使用していたが，調理台
が出来，立って作業をするようになる。食卓は膳形式がちゃぶ台に変わり，座卓がテーブルと椅子になっていく。
台所の改善は比較的早く変化をするが，食卓が座卓に切り替わるのは比較的早く，テーブルと椅子になるのには
時間がかかっている。
日本人としては座るという行為に対する思い入れが強いような気がするが，このことについては今後探求した
い。膳という個々の食卓は，共有の食卓すなわち平面を囲んで一同に会することにはなったが個人に属する食器
（飯茶碗や，湯呑など）や並べ方など膳形式での基本的なものは踏襲されている。
台所は近代的な電化製品が普及すると，きれいになり，食卓は家族が団欒し，コミュニケーションを図る場と
しての役割を担うことがすすめられ，公団住宅がきっかけでダイニングキッチンとして台所と食卓結合形ができ
あがる。
近代は座位式から立位式に，個人膳から共有食卓へ変化し，食卓では団欒をすることが推奨される。そのよう
な変化の中で食具類を基本軸とすると日本料理の献立様式は踏襲されて現在に続いている。
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紅板締め（枝垂れ桜模様／部分） 吉村染工場で使われた紅板締めの型板
